※オリジナルの脚本を変更してお送りしています※
＜宝石の世界 客演：ジン・ジャミール・ルビー＞
スパイディ：（読む）
　　　　　　ジン・ジャミール・ルビー…
　　　　　　なんだか、偽名の感じもするけど…

スパイディ：あれは、アラジンのテーマソングだ

スパイディ：良いね…

スパイディ：そこまでだ

スパイディ：曲でとめるなんて、いい度胸じゃん

スパイディ：どうする？相手になるよ？

ファキール：小象を呼び出すぞ

スパイディ：なにあれ！

"マハラージャの船 FANTASTIC FAKIR"

スパイディ：逃げられたか、
　　　　　　宝石も取られちゃったし

ジェイムソン：よく聞きなさい、宝石博物館で窃盗事件だ
　　　　　　　ゾウのおでこのルビーが
　　　　　　　マハラージャの手下によって盗まれた
　　　　　　　ジンジャミールという男だ
　　　　　　　そういう事だから、
　　　　　　　事件の証拠になるような写真を持ってこい、わかったな？

ピーター：はい、わかりました

ジェイムソン：後はスパイダーマンもだ！
　　　　　　　写真が欲しい！

ベティー：しかしですね
　　　　　彼はその事件に関係ありません

ジェイムソン：関係あろうがなかろうが…ワシの勝手だろミス・ブラント？
　　　　　　　行きなさい！

ピーター：はい
＜ウォーターフロントに辿り着いた後、船に潜り込んだ＞
スパイディ：今なら潜り込めそうだぞ？

スパイディ：宝石がズラリ！

スパイディ：あれは盗まれたルビーじゃないか！
　　　　　　うっ！
＜盗賊の男AとBに捕まる＞
スパイディ：時間を無駄にしそう！
＜盗賊の男Cがやってくるが、スパイディに蹴っ飛ばされる＞
＜Music＞

スパイディ：全く気付いていないようだけど
＜呪いの笛でロープを巻き付けられる＞
スパイディ：ねえコレ、解いてくれる？

ファキール：檻に閉じ込めろ、ハハハハハ！
＜スパイダーマンは捕まった＞
スパイディ：逃げよう…でも動けないし…
スパイディ：そうだ、ナイフを作ろう
＜ドアで盗賊の男Cを潰す＞
スパイディ：説明会かな？…覗いてみよう

ファキール：次はヴァンミーラさんのサファイアを盗め、
　　　　　　これは命令だ！バカにしたらただじゃ置かんぞ

スパイディ：あっ！クモ感覚だ！

＜盗賊の男Dに見つかり一大事＞

ファキール：逃げた！捕らえよ！

＜海に潜って逃げるスパイダーマン＞

ジンジャミール：待て、射撃中止だ！
　　　　　　　　ワニを呼び出してやるぞ！

スパイディ：何をする気なんだろう


スパイディ：ワニだ！逃げなきゃ、食べられちゃう！

＜Bパート＞

スパイディ：そうだ！
＜ワニの口を蜘蛛の巣で封じる、そして別の船がきた。＞
ジンジャミール：沿岸警備隊だ、引き上げるぞ
＜マハラージャの船は逃げた＞
スパイディ：なんとか助かったみたい
＜沿岸警備隊が近づき、男はスパイディに向かって叫んだ＞
警備隊の男A：おーい！
スパイディ：なにー？
警備隊の男A：こんなところで何をしているのだね
スパイディ：泳いでた
＜ピーターの家＞
ピーター：なんか変だなぁ…
　　　　　どうしておでこにルビーが？
ピーター：さあ、ヴァンミーラさんのお宅に向かおう
　　　　　発信機の役に立つかも

ヴァンミーラ：新聞に載せて頂けるなんて、感激だわ？
　　　　　　　これ、ウチ自慢のサファイアなのー

ピーター：ジンジャミールには気を付けて？
　　　　　宝石好きの悪党だから
　　　　　それにしても、綺麗だね
　　　　　ま、君の方がきれいだけど

ピーター：そうだヴァンミーラさん、もう一度見せてくれる？

ヴァンミーラ：もちろん喜んで

ピーター：これは凄い とても綺麗だ

ヴァンミーラ：それはもう、自慢の宝石ですからね

ヴァンミーラ：あら、気に入ったの？

ピーター：まあね、綺麗だよ

ピーター：来ないな、もうきてもいいはずだ

ヴァンミーラ：サファイアが、自慢のサファイアがー！
ヴァンミーラ：スパイダーマン、助けてー
スパイディ：大丈夫？
ヴァンミーラ：ええ、でもサファイアちゃんが取られちゃって
スパイディ：すぐ警察に、犯人を追うから
ヴァンミーラ：ついでに私のサファイアちゃんも取り返してくれる？
スパイディ：もちろん、任せといて！
　　　　　　すぐ戻ってくるから待ってて！
＜歩いてたら炎のトラップに引っかかった＞
スパイディ：あちっ！　あちっ！あちっ！　あちちち！あちち！
＜水でトラップを壊した＞
スパイディ：さて、もういちどジンジャミールの船に潜り込もう
＜船に潜り込むスパイディ、盗賊の男Eを絡みつけ、マハラジャのところに着く＞
スパイディ：邪魔するね！
　　　　　　僕はスパイダーマン、
＜王様の応答がありません＞
スパイディ：ねえ、なんとか言ったらどうなの？
＜しかし応答がありません、叩いてみました＞
スパイディ：返事がないみたい…寝てるのかな？
＜しかし…＞
スパイディ：これは、おもちゃだ
ファキール：いいや、本物だ。
　　　　　　笛が動きを封じた、2度と動かぬように！
　　　　　　明日には動くだろう…。
　　　　　　もしマハラジャ様を取り戻し、宝石を取り返したければ
　　　　　　この私を倒してみろ！さあ笛の力を思い知れ！

スパイディ：そうだ、笛の音を止めよう
ファキール：笛を返せ、それがないと何もできない
スパイディ：笛がどうした！
ファキール：がっ！
＜沿岸警備隊の船が到着＞
スパイディ：きたぞ、行こう！
＜沿岸警備隊の3人が到着＞
警備隊の男B："これがジンジャミールだ！あなたの親愛なる隣人スパイダーマンより"
　　　　　　　ファキール、キミを逮捕する

ジェイムソン：違うな、これはファキールだ！
ベティー：ピーターにボーナスを上げてはどしょう
ジェイムソン：ボーナス！？
　　　　　　　国王様の写真がないのに、ふつう言うか？バカモーン！
　　　　　　　もしファキールが罪を犯したというのなら…やつは覆面の仲間だ！

